

















生蜂（koinobiont parasitoid）に分かれる（Askewと Shaw, 1986）．寄生蜂が寄
生成功するためには寄主の生理状態を制御し，寄生蜂の成長・発育を維持しな
ければならない（Thompson, 1982, Bentz とBarbosa, 1990; Thompson, 1993;










て排除されないよう調節している（Asgari ら, 1996; Schmidt ら, 2005）．さら
にこの毒液やポリドナウイルスは血漿中のタンパク質や脂質などの栄養分を増
加させ，寄生蜂幼虫に供給するなどしてその成長・発育を助けることも知られ
ている（Nakamatsu ら, 2002；Nakamatsu と Tanaka, 2004）．
































































した．羽化後６日目の雌成虫の腹部をリン酸緩衝液（PBS 0.9% NaCl （w/v）




































毒液量＊ 供試寄主虫数 発育停止した寄主虫数 発育停止率(%)
0.5 15 15 100.0
0.1 15 10 66.7
0.01 16 1 6.3





CoudronとBrandt, 1996; RichardsとEdwards, 1999）．Edwards ら（2006）は外



















毒液量＊ 供試寄主虫数 発育停止した寄主虫数 発育停止率(%)
1.0 17 16 94.1
0.5 30 23 76.7
0.1 44 33 75.0
0.01 14 1 7.1
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